
申込専用FAX 03-5436-5080  

●申込方法 

1．申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りいたします。 

2．お申し込み後はキャンセルできません。 

  受講料は返金いたしませんので、ご都合の悪い場合は代理の方がご出席ください。 

 

3．申込み人数が開催人数に満たない場合等、状況により中止させて頂くことがございます。 

4．定員になり次第，申込みは締切となります。 

会社名  事業所・事業部 

 

住所 

〒 

TEL  FAX  

 所属部課 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） E-mail   

受講者1    

受講者2    

今後ご希望しない案内方法に×印をしてください（現在案内が届いている方も再度ご指示ください） 

〔 郵送(宅配便) ・ FAX ・ e-mail 〕 

個人情報の利用目的 

 ・セミナーの受付、事務処理、アフターサービスのため     ・今後の新商品、新サービスに関するご案内のため 

 ・セミナー開催、運営のため講師へもお知らせいたします 

「生成AI特許調査」セミナー講師割引申込書 

 （Live配信/アーカイブ配信 下記のいずれかに☑を入れてください） 

□ Live配信  (No.509502)     開催日：9／4 

□ アーカイブ配信 (No.509553)  配信期間：9／16～9／26 

・講師からの紹介として､聴講料を２割引きいたします。 

・2名同時申し込み割引との併用はできませんのでご了承ください。 

・申込書に必要事項をご記入の上、FAX（03-5436-5080）にてお申込みください。 

・当社（技術情報協会）への直接のお申込みに限り、割引を適用いたします。 

 

〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度(アカデミック価格)があります〕 

●講師：よろず知財戦略コンサルティング  代表 萬 秀憲氏 

１．生成AI進化の概要とその可能性 

  1.1 生成AIとは？ 

  1.2 生成AI進化の概要 

  1.3 生成AIが有効な領域とその可能性 

２．技術動向調査への生成AIの活用 

  2.1 生成AI特許情報分析GPT 

  2.2 Deep Researchの活用 

３．特許出願前先行技術調査への生成AIの活用 

  3.1 特許検索式作成GPT 

  3.2 生成AI先行技術調査GPT 

４．特許クリアランス調査への生成AIの活用 

  4.1 特許クリアランス調査の基礎 

   （１）特許クリアランスの概念 

   （２）特許クリアランスが必要となる場面 

   （３）従来の特許クリアランス調査の課題 

   （４）クレームの意義と重要性 

  4.2 生成AIを用いた特許クリアランス調査の手法 

   （１）データの収集と整形 

   （２）検索クエリ生成と検索 

   （３）特許リストのフィルタリングと分類 

Live配信
または

アーカイブ配信

特許調査への生成AIの活用 

～特許クリアランス調査を中心に～ 

★調査時間の大幅な短縮！調査の精度！網羅性の向上を実現するために！ 
★データ収集と整形、具体的なプロンプトの設計など実施上のポイントと注意点！ 

セミナー№５０９５０２ 

   （４）クレームチャートの自動生成・サマライズ 

  4.3 実運用におけるワークフロー例 

   （１）ワークフローの全体像 

   （２）第1段階：特許文献の抽出 

   （３）第2段階：侵害可能性評価 

   （４）まとめ：2段階比較による全体像 

  4.4 AIモデル選択と運用上のポイント 

   （１）AIモデル選択と学習 

   （２）実施上のポイントと注意点 

   （３）チーム構成・役割分担 

  4.5 生成AI活用におけるリスクと課題 

   （１）正確性・信頼性の問題 

   （２）プロンプト依存性とバイアス 

   （３）法的責任と知財リスク 

   （４）データプライバシーとセキュリティ 

  4.6 実際の利用例 

   （１）特許検索式作成 

   （２）特許検索 

   （３）特許検索 

５．おわりに 

●聴講料：1名につき 55,000円（消費税込，資料付） 

        〔1社2名以上同時申込の場合のみ１名につき49,500円(税込)〕 

●日時：2025年9月4日(木) 10:30～16:30 

●会場：Zoomを使用したLive配信 ※Live配信から 

    7営業日後を目安にアーカイブ配信いたします。 

【講演趣旨】生成AIの飛躍的な進化により、従来のAIでは不可能だった高度な知的作業も実現可能となってきまし

た。特許調査の分野でも、年間数千件規模のクリアランス調査に生成AIを導入する企業が現れ、実務への活用が加速

しています。生成AIは調査時間の大幅な短縮に加え、調査の精度や網羅性の向上にも寄与すると報告されており、そ

の活用可否が企業の競争力を左右する時代が到来しつつあります。本講演では、生成AIの基礎から最新動向、特許調

査への応用と今後の展望までを俯瞰的に解説します。 

【講師略歴】北海道大学理学部卒業，岡山大学医学部にて博士号取得。花王(株)にて，医薬品開発，医薬部外品，化

粧品などの商品開発研究に従事。1999年より大王製紙(株)にて，家庭紙，衛生用品などの商品開発業務に従事後，

2005年より同社ホーム＆パーソナル事業部知的財産部長，2013年より同社執行役員，2018年同社参与，2020年1月

同社を退職後，同年4月よろず知財戦略コンサルティング代表として企業への知財戦略等のアドバイスを開始。企業へ

のコンサルティング業務，企業内セミナーを含む各種セミナーの講師等を実施。 


